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平成２４年奈良市観光入込客数について 

 

１ 観光客数の概要 

  平成２４年中に奈良市を訪れた観光客は、１３，３２４千人で前年の１３，１３５

千人に比べ、１８９千人（１．４４％）の増となりました。 

 

２ 種別前年との比較 

  平成２４年の観光客数は、一般観光客が８７千人の増となり、また修学旅行・外国

人旅行者もともに増加となりました。その結果、総数では１８９千人の増加となりま

した。 

 

種  別 
H２３年観光 

入込客数（千人）

H２４年観光 

入込客数（千人）

増減 

（千人） 

増減率 

（％） 

一 般 

宿 泊 １，２３０ １，２８１ ５１ ４．１５

日 帰 １０，９１５ １０，９５１ ３６ ０．３３

計 １２，１４５ １２，２３２ ８７ ０．７２

修学旅行 

宿 泊 ９６ ９７ １ １．０４

日 帰 ７２０ ７２８ ８ １．１１

計 ８１６ ８２５ ９ １．１０

外 国 人 

宿 泊 ３０ ５６ ２６ ８６．６７

日 帰 １４４ ２１１ ６７ ４６．５３

計 １７４ ２６７ ９３ ５３．４５

合計 

宿 泊 １，３５６ １，４３４ ７８ ５．７５

日 帰 １１，７７９ １１，８９０ １１１ ０．９４

計 １３，１３５ １３，３２４ １８９ １．４４

 

３ 主な増減要因 

（１）平成２３年に比した平成２４年の観光客数の増加要因としては、東日本大震災の

発生から２年が経過し、訪日外国人数が徐々に回復してきたこと、国内観光客の旅

行自粛ムードが減少してきたことなどが考えられます。観光庁が６月に発表した



「宿泊旅行統計調査（平成２４年１月～１２月）」でも延べ宿泊者数の前年比を見

ると、全国で５．３％増、近畿地方で見ても京都府１２．７％増、大阪府７．３％

増、兵庫県３．９％増、和歌山県４．６％増、奈良県１０％増となっています。ま

た、平成２３年度に「奈良市東京観光オフィス」が行った代官山でのライブペイン

ティングや、「１日奈良漬け特別授業」などの開催、観光庁などが主催する「VISIT 

JAPAN トラベルマート 2011」へのブース出展など、首都圏で実施した積極的なプ

ロモーションによる効果も要因の一つと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）外国人観光客については、全国的に平成２３年の６２１万人から平成２４年は 

８３５万人と３４．４％増加しており、東日本大震災の影響からの回復傾向が見ら

れます。特に東南アジア諸国からの旅行者の増加が著しく、JNTO（日本政府観光局）

が発表している平成２４年の訪日外客数（全国総数）の前年比を見ると、タイ７９．

８％増、マレーシア５９．７％増、インドネシア６３．９％増となっています。ま

た、奈良市の観光案内所の国籍別外国人観光客案内内訳を見ると、タイ７３．９％

増、マレーシア２３９．８％増、インドネシア９４．７％増となっており、全国的

な流れを受けて、奈良市でも東南アジア諸国からの旅行者の割合が大きく増加して

いる傾向が見られます。東南アジア諸国にはムスリム（イスラム教徒）の割合が高

い国も多く、まだ人数としては少ないですが、今後も大きな伸び率が見込めるムス

リム旅行者に対して、信仰・戒律に基づく食事「ハラルフード」の提供や礼拝への

配慮など、受入態勢の整備を検討していく必要があります。 

 

（３）修学旅行生については、「奈良市東京観光オフィス」による首都圏での教育旅行

誘致活動などもあり、平成２３年と比較して宿泊・日帰りともに微増となりました。

しかし、総務省の人口推計によると平成２４年４月１日現在の１５歳未満人口は、

昭和５７年から３１年連続減少の過去最低の数字となっており、年々少子化の流れ

が厳しさを増しています。そのため、従来通りのやり方に拘泥することなく、多面

的なアプローチを検討しつつ、歴史的・文化的遺産に恵まれた奈良の魅力を活かし

た、宿泊を伴う教育旅行の誘致活動等を一層進めてまいります。 

 

 

 


